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平成22年３月１日（２）

区 　 　 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

264,900円 − −

241,800円 262,000円 −
一般行政職

大学卒

高校卒

区 　 　 分
一　般　行　政　職

平均給料月額

310,700円

平均年齢

43.5歳道　志　村

区　　　分

期 末 勤 勉 手 当

（21年度支給割合）
期末 勤勉

6月期 1.25月分　 0.7月分

12月期　1.50月分　 0.7月分

計　　2.75月分    1.4月分

（支給率）　 自己都合 勧奨・定年

勤続20年　23.50月分　30.55月分

勤続25年　33.50月分 41.34月分

勤続35年　47.50月分　59.28月分

最高年度額 59.28月分  59.28月分

交通機関利用の場合は運賃相当額を全額支給

自動車等使用者は通勤距離に応じて支給

借家、貸間等を借り、家賃を支払っている

職員等に支給

扶養親族として認定された配偶者、22歳

未満の子及び60歳以上の父母等に支給

退　職　手　当

通　勤　手　当

住　居　手　当

扶　養　手　当

内　　　　　　容

区　　　分 給　料　月　額　

給
料

報
　

酬

村　　長

議　　長

副 議 長

議　　員

515,000円

160,000円

140,000円

130,000円

区　　　分 道　志　村 国

一 般 行 政 91.10 100

区 　 　 分 1 　 級 2 　 級 3 　 級 4 　 級 5 　 級 6 　 級 計

標準的な職務内容

職 　 員 　 数

構 　 成 　 比

主事　主事補 主 　 任 係長　主査 主 　 幹 課長補佐 課 　 長

4人 6人 8人 3人 5人 5人 31人
12.9％ 19.4％ 25.8％ 9.7％ 16.1％ 16.1％ 100％

2　職員給与費の状況（普通会計予算）（一般会計＋観光特別会計）

注 人件費には、議員報酬・手当・委員等報酬及び村長等特別職の給与等を含みます。

注 (1)�職員手当には、退職手当を含みません。
(2)�給与費は、当初予算に計上された額です。

注 (1)�経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務
している場合の採用後の年数をいうものです。

(2)�経験年数別の10年とは10年以上15年未満、15年とは
15年以上20年未満、20年とは20年以上25年未満の
区分に基づいています。

5　職員の経験年齢別、学歴別平均給料月額の状況

7　特別職の報酬状況　　　　　　

8　ラスパイレス指数の状況　　  　（平成20年4月1日）

9　一般行政職の級別職員数の状況

福祉関係を除く一般行政 福祉関係 特別行政 公 営 企 業 等

職 　 員 　 数

対前年増減数

議 会
1人

総 務 税 務
10人
△1人

1人
農 水
4人

商 工
1人

△1人

土 木
3人
2人

民 生
9人

△1人

衛 生
3人

教 育
4人

病 院
6人

水 道 下水道
2人

その他

計

1人 45人
△3人

10　定員の状況（部門別職員数）

6　職員手当の状況

3　職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

区 　 　 分
道 　 志 　 村

決定初任給

172,200円
140,100円

国

決定初任給

172,200円
140,100円

一般行政職
大学卒
高校卒

4　職員の初任給の状況

注 (1)�国家公務員の給料額を100とした場合の本村職員の
給料額の割合です。

注 道志村職員給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。�標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

注 平均給与月額は、平成21年4月1日現在における職員の基本
給の平均です。

1　人件費の状況（普通会計決算）

区　分

20年度

住 民 基 本
台 帳 人 口

(20.3.31現在)人

1,992

歳 出 額
(A)

千円

2,237,233

実質収支

千円

89,565

人 件 費
(B)

千円

411,266

人件比率
(B/A)

％

18.4

前 年 の
人件比率

％

20.3

区　分

21年度

職 員 数
(A)

人

36

給　　与　　費

千円

147,323
千円

23,880
千円

58,948
千円

230,151

1人当たり給与費

(B/A)

千円

6,393

給　料 職員手当 期末勤勉手当 計 (B)

村
職
員
の

給
与
・
定
員
等
の
公
表

村
職
員
の

給
与
・
定
員
等
の
公
表

村
職
員
の

給
与
・
定
員
等
の
公
表

　
平
成
21
年
４
月
１
日
に
お
け
る
、

道
志
村
職
員
の
給
与
等
の
状
況
を

公
表
し
ま
す
。



生活習慣病予防のための基本健診
  （全ての健康保険加入者）
メタボリックシンドロームを
食い止め、生活習慣病を防ぐ

特定健診
特定保健指導

がん検診

村の国民健康保険
加入者

社会保険加入者
　  （本人）

社会保険加入者
　  （被扶養者）

②

⑤

③

④

⑥

①

⑦

⑧

⑨

肺がん検診 レントゲン検査

胃がん検診

大腸がん検診

肝がん検診

乳がん検診

子宮がん検診

甲状腺がん検診

20 歳～

20歳～

20歳～

女性のみ 20歳～（エコー）　　40歳以上偶数年齢（マンモ）

女性のみ 20歳～

20歳～

女性のみ　20歳～

20歳～

満 40歳

65歳～

骨訴訟症検診

肝炎ウイルス検査

日常生活を脅かす老化のサインを発見する
生活機能評価

40～74歳
村の集団健診（自己負担　1,000 円）

40～74歳
保険者の指定する健診機関

40～74歳
村の集団健診（自己負担　受診券の額）
又は保険者の指定する健診機関

75 歳～
20 歳 30歳 40歳 50歳 60歳 70歳 80歳
20～39歳

（３）

年に一度は必ず基本健診・がん検診を受けましょう。当日は必ず加入医療保険証の提示をお願い致します。
（医療保険証の提示がない場合、基本健診の受診が出来ない場合があります。）

社保（扶養者）の場合は、特定検診では受診券が必要になります。健診日までに会社、又は、保険者に相談し
準備してください。受診券がないと受けられませんので、注意して下さい。

＊婦人科検診については完全予約制と
なりますので、健康づくり推進委員
さんか役場に必ず申し込んでくださ
い。乳がん検診のクーポン券対象の
方は、この３日間しか利用できませ
んので必ず受けるようお願いします。

＊婦人科検診については、乳がん検診
のクーポン券対象者以外は基本的に
は午後になる予定ですが、都合の悪
い方は役場にご相談
ください。

健診日

平成 22 年５月 18 日㈫

平成 22 年５月 19 日㈬

平成 22 年 9 月２日㈭

平成 22 年９月５日㈰

平成 22 年９月６日㈪

8:00〜
13:30〜
8:00〜
13:30〜

13:30〜

8:00〜

8:00〜

20〜64 歳
65 歳以上
20〜64 歳
65 歳以上

20 歳以上

20〜64 歳
65 歳以上
20〜64 歳
65 歳以上

総合健診・高齢者介護予防
健診（＊婦人科検診）
総合健診・高齢者介護予防
健診（＊婦人科検診）

婦人科検診

総合健診・高齢者介護予防
健診
総合健診・高齢者介護予防
健診

水源の郷
やまゆりセンター
水源の郷
やまゆりセンター

山光荘駐車場

水源の郷
やまゆりセンター
水源の郷
やまゆりセンター

受付時間 対象年齢 健　　診 会　　場

●対象となる健康診断を確認しましょう。（年齢・健康保険証の種類によって日程・検査項目が異なります。）

※⑥〜⑧の検査項目は、健康保険証の種類に関わらず受診できます。
※⑨は特定検診、基本健診と同時に行います。
※申し込みは各自治会で健康づくり推進委員が、3月下旬に家庭を訪問します。自治会外は直送です。

健診申込・ご質問・ご不明な点は…住民健康課　出羽・伯耆・宮下・山口まで ☎５２−２１１３

いきいき健康村どうし健診を受けましょう！！いきいき健康村どうし健診を受けましょう！！いきいき健康村どうし健診を受けましょう！！

【健診日・会場】（※子宮がん検診は 3：00 で終了します）



平成22年３月１日（４）

１. 助成対象者及び応募資格
道志村に住所を有し、村内において営利を目的とする事業を行わない法人又は団体とします。

（活動を行うにあたり対価を求めない団体）

２. 助成対象事業
１) 道志村における自然環境の保全活動及び整備活動に対する助成

・森林に関する活動・道志川に関する活動・環境汚染防止活動・啓発活動など。
２) 道志村民の生活基盤向上に資する活動に対する助成

・総合的な企画及び活動・観光イベントの企画及び活動・観光資源の発掘と整備など。
・伝統芸能及び伝統技術の保存と維持活動・生活基盤の整備活動・産業振興活動など。

３. 助成金の総額
平成22年度の助成金の総額は１, １００万円の予定です。

４. 応募方法
当基金所定の「助成金支給申請書及び事業計画書」に必要事項を記入し、所定の期日まで
に当基金事務局まで提出してください。(申請書等の用紙は役場総務課または道志村のホー
ムページからダウンロードできます）

５. 応募期限 平成22年３月31日 (水）必着です。

６. 選考の方法
公益信託道志水源基金運営委員会の審議により、受給者及び助成金額を決定します。

７. 助成金の給付
平成23年３月末までに受給者に対し、銀行振込みにより給付します。

８. 報告書の提出
受給者は、毎年度助成の対象となった事項に係わる報告書を当基金に提出してください。

９. 応募の窓口

道志村役場　総務課　道志水源基金事務局 TEL 52−2111 (直通）　

自然環境の保全活動・生活基盤向上の活動などに助成します自然環境の保全活動・生活基盤向上の活動などに助成します

道志水源基金活用事業の募集平成21年度 道志水源基金活用事業の募集平成22年度 公益信託
公益信託道志水源基金は、平成９年２月に設立されて以来、横浜市の水源地である道志村の

「自然環境の保全活動及び社会生活基盤の整備」などに助成し、水源地の保全、地域の振興及

び地域住民の福祉向上のための事業に取り組んでいます。

つきましては、平成22年度公益信託道志水源基金の活用事業について、次のとおり募集いた

しますのでご応募ください。

今年も助成金の申請を受付ます。住民の主体的な地域の活性化の取り組みを、引き続き
支援するため、平成22年度事業の活動団体を募集します。

要望受付期間は　平成22年３月８日(月) 〜 3月31日(火) まで
問合わせ　総務課  財政・政策グループ ☎５２−２１１１

平成22年度 水源の郷づくり助成金募集のお知らせ
（やってんベー・やるベー助成金）

平成22年度 水源の郷づくり助成金募集のお知らせ
（やってんベー・やるベー助成金）



（５）

6 5歳以上
の方も加入
できます。

65

23 2222

スポーツ少年団できっかけを作ってみませんか。「何かスポーツを始めてみたいんだけど、
何がいいのかな・・・？」と思っている君！「子どもにスポーツを始めさせたいんだけど、
地域で楽しくやってるところないかしら？」と思っているお母さん！

スポーツ少年団ならたくさんの仲間がつくれます！スポーツだけでなくレクリエーション
や野外活動も楽しめますので参加してみませんか。

少林寺拳法

団　　名 募集団員 練　習　日 練習場所 申し込み
問合わせ先

野　球

サッカー

剣　道

バレーボール

小学生・中学生
男女問わず

小学生・中学生
男女問わず

小学生（2〜6年）
男女問わず

小学生・中学生
男女問わず

小学生
男女問わず

毎週　火曜日

毎週
月・水・日曜日

毎週
火・金曜日

毎週　木曜日

毎週　金曜日

善之木体育館

村民グラウンド

村民グラウンド

唐沢体育館

小学校体育館

渡 辺 胆 男
☎５２−２００７

出 羽 勝 頼
☎５２−２４５０

佐 藤 建 蔵
☎５２−２８５７

出 羽 幸 世
☎５２−２４５０

出 羽 佳 子
☎５２−２４５０

平成22年度  スポーツ少年団新入団員募集平成22年度  スポーツ少年団新入団員募集平成22年度  スポーツ少年団新入団員募集



平成22年３月１日（６）

こ
ん
に
ち
は
。
道
志
村
役
場
産
業
振
興

課
の
矢
野
で
す
。

横
浜
市
か
ら
出
向
し
て
は
や
一
年
が
経

と
う
と
し
て
い
ま
す
。
普
段
役
場
内
で
作

業
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
な
か
な
か
み

な
さ
ま
に
お
目
に
か
か
る
機
会
が
少
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
一
年
役
場
の
業
務

に
携
わ
る
な
か
で
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
や
取

組
み
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
得
が
た

い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
こ
の

一
年
を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
今
更
で
す
が
出
身
と
横
浜
市
に
い
た

時
の
所
属
・
担
当
は
？

Ａ

横
浜
生
ま
れ
の
横
浜
育
ち
で
す
。
横

浜
市
で
は
、「
行
政
運
営
調
整
局
人
材
組

織
部
人
事
組
織
課
」
と
い
う
覚
え
づ
ら

い
名
前
の
部
署
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

主
に
職
員
の
服
務
管
理
と
人
事
異
動
の

担
当
を
し
て
い
ま
し
た
。

Ｑ
　
職
場
は
ど
こ
に
あ
る
の
？

Ａ

職
場
は
Ｊ
Ｒ
関
内
駅
の
目
の
前
に
あ

る
市
庁
舎
３
階
に
あ
り
ま
し
た
。
横
浜

ス
タ
ジ
ア
ム
も
目
の
前
で
す
。

Ｑ
　
横
浜
市
役
所
は
ど
れ
ぐ
ら
い
職
員
が

い
る
の
？

Ａ

横
浜
市
役
所
で
は
約
３
万
人
の
職
員

が
働
い
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
道
志
村
役
場
に
出
向
し
て
き
た
経
緯

は
？

Ａ

横
浜
市
の「
人
事
交
流
制
度
」に
申
込

み
、
道
志
村
を
希
望
し
ま
し
た
。

Ｑ
　
な
ぜ
道
志
村
を
希
望
し
た
の
で
す

か
？

Ａ

横
浜
と
交
流
の
深
い
村
で
働
き
た
か

っ
た
か
ら
で
す
。
一
年
を
過
ご
す
な
か

で
道
志
の
四
季
を
感
じ
、
お
い
し
い
空

気
を
吸
っ
て
な
ん
だ
か
と
っ
て
も
健
康

に
な
っ
た
気
が
し
ま
す
（
笑
）

Ｑ
　
役
場
で
の
担
当
業
務
は
？

Ａ

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
事
業
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
検
討
事
業
（
薪
ボ
イ

ラ
ー
、太
陽
光
発
電
、小
水
力
発
電
等
）、　

ど
う
し
の
森
づ
く
り
事
業
、
間
伐
材
活

用
検
討
事
業
、
景
観
計
画
策
定
事
業

な
ど
で
す
。

Ｑ
　
担
当
業
務
の
進
捗
状
況
は
？

Ａ

い
ず
れ
の
事
業
も
課
題
が
多
い
の
で

一
朝
一
夕
に
進
み
ま
せ
ん
が
、
４
月
か

ら「
道
志
村
エ
コ
ラ
イ
フ
促
進
事
業
」の

一
環
と
し
て
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
、木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
、

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
な
ど
を
購
入
さ

れ
た
方
の
費
用
を
一
部
助
成
す
る
制
度

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ

積
極
的
な
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！ま

た
、「
ど
う
し
の
森
づ
く
り
事
業
」

で
は
、
企
業
出
資
の
も
と
民
有
林
の
整

備
を
進
め
る
た
め
、
協
力
者
の
募
集
を

行
う
予
定
で
す
。

少
し
ず
つ
で
す
が
、「
水
源
の
郷
」で

あ
る
道
志
村
の
自
然
環
境
を
存
分
に
生

か
し
た
事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

Ｑ
　
こ
の
１
年
、
大
変
だ
っ
た
こ
と
は
？

Ａ

ズ
バ
リ
運
転
で
す
。
サ
ン
デ
ー
ド
ラ

イ
バ
ー
だ
っ
た
私
は
、
公
務
で
も
私
生

活
で
も
車
中
心
に
な
っ
た
毎
日
に
初
め

は
と
ま
ど
う
ば
か
り
…

お
か
げ
さ
ま
で
車
の
運
転
技
術
（
特

に
山
道
？
）
は
格
段
に
ア
ッ
プ
し
た
と

自
負
し
て
い
ま
す
（
笑
）

Ｑ
　
思
い
出
に
残
っ
た
こ
と
は
？

Ａ

夏
祭
り
の
と
き
、
村
の
方
の
お
宅
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
ご
馳
走
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
賑
や
か
で
と
て
も

楽
し
い
夜
で
し
た
。（
あ
の
時
は
お
い
し

い
お
肉
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
！
）

Ｑ
　
来
年
度
は
ど
う
な
る
の
か
？
業
務
の

引
継
ぎ
は
？

Ａ

私
自
身
は
３
月
を
も
っ
て
１
年
間
の

出
向
期
間
を
終
え
ま
す
が
、
４
月
か
ら

は
私
の
後
任
が
新
た
に
道
志
村
に
派
遣

さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
の
際
は
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
業
務

に
つ
い
て
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
や
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
の
普
及
事
業
が
滞
る
こ
と

の
な
い
よ
う
し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で

ま
い
り
ま
す
。

Ｑ
　
最
後
に
一
言

Ａ

道
志
か
ら
横
浜
は
あ
っ
と
い
う
間
で

す
か
ら
、
ま
た
ふ
ら
り
と
遊
び
に
来
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
は
横
浜
に
戻
っ
て

か
ら
も
何
か
し
ら
の
か
た
ち
で
道
志
村

に
貢
献
で
き
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
で
す
！

み
な
さ
ん
短
い
間
で
し
た
が
本
当
に

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

一
年
を
振
り
返
っ
て



（７）

15

22
振替休日

3／1 6
午前中のみ診察

5

13
午前中のみ診察

20
午前中のみ診察

27
午前中のみ診察

4
研修のため休診

11
研修のため休診

18
研修のため休診

25
研修のため休診

4／1
研修のため休診

4／2 4／3
休診

3

10

17

24

31

2
午前：胃カメラ

9
午前：胃カメラ

8

16
午前：胃カメラ

23
午前：胃カメラ

30
午前：胃カメラ

29

7

2／28

14

21
春分の日

28

12
休診

19

26
午後：乳幼児検診

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

月始めには、保険証の提出をお願いします。

三
月
の
予
定

診 療 所 だ よ り
○「息切れ」は病気のサイン

息切れ（呼吸困難）は、肺や心臓の病気で最も多い症状の１つです。息が苦しくなるのは、「酸
素が足りませんよ」「全身に酸素を送るのに心臓の働きが追いつきませんよ」など、体が発して
いる警告です。
つまり、息切れがあるときは体の検査をすることが必要です。息切れを起こす病気は、肺が

最も多く、次が心臓、その他には貧血や感染症などがありますが、タバコを吸っている、また
は今は禁煙しているけれど、昔はよく吸っていたなと思う方は、以下に記すＣＯＰＤという肺
の病気である可能性があります。

○ＣＯＰＤについて
ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）とは、タバコ煙を主とする有害物質を長期に吸入することで

生じる肺の炎症性疾患です。徐々に生じる呼吸困難や慢性の咳、痰が特徴です。朝起きると慢
性的に痰や咳が出る喫煙者や、体動時の息切れ/息苦しさのみられる中高年の方は、ＣＯＰＤの
疑いがあるとされています。
ＣＯＰＤの診断は、１秒間に吐き出せる呼気がどの位低下しているかを呼吸機能検査で確か

めたり、ＣＴやＸ線などの肺の画像所見を用いてなされます。
治療の基本は禁煙です。禁煙はＣＯＰＤの発症リスクを減少させ、また進行を抑制します。

禁煙は呼吸機能が低下するのを抑制して死亡率を減少させる最も効果的で経済的な方法と位
置づけられています。

山梨県は全国でトップの喫煙率となっています。高齢化を迎えるにあたり、道志村での
ＣＯＰＤ患者の増加も予想されます。予防（禁煙）と治療（まずは受診）を行っていきましょう。

※道志村福祉センター横の新診療所（医科・歯科併設）が２月 22日より診療を開始しました。
今まで通り、午前７時 40分には診療所の鍵を開けますので、診察開始時間（8:30）まで、

中待合室にてお待ちください。
これからも道志村医科歯科診療所を何卒宜しくお願い致します。



平成22年３月１日（８）

２
月
３
日
、
平
成
22
年
度
の
新
一
年

生
の
入
学
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。
新

入
児
は
17
名
で
、
平
成
22
年
度
の
全
校

児
童
数
は
93
名
に
な
り
ま
す
。

入
学
を
前
に
し
て
の
心
得
や
準
備
品

な
ど
を
保
護
者
の
方
々
に
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
間
、４
年
生
が

プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
お
兄
さ
ん
・
お
姉
さ

ん
ぶ
り
を
発
揮
し
、
新
入
児
の
面
倒
を

よ
く
見
て
い
ま
し
た
。
入
学
式
は
４
月

５
日
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
入
学
を
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

２
年
生
が
生
活
科
の
学
習
で
郵
便
局

の
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
消
印
ス
タ
ン
プ
を

押
さ
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
レ
ジ
や
切
手

の
入
っ
た
ケ
ー
ス
を
見
せ
て
も
ら
っ
た

り
、
質
問
に
答
え
て
い
た
だ
い
た
り
し

ま
し
た
。

自
分
た
ち
で
書
い
た
ハ
ガ
キ
に
切
手

を
貼
っ
て
、
ポ
ス
ト
に
投
函
す
る
な
ど

様
々
な
学
習
を
し
て
き
ま
し
た
。
郵
便

局
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

学校だより 道志小学校 (第47号）

１
月
21
日
に
、
３
～
６
年
生
の
ス
ケ

ー
ト
教
室
を
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
で
行

い
ま
し
た
。

ス
ケ
ー
ト
場
で
は
天
候
に
も
恵
ま
れ

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

各
学
年
に
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
付

き
、
優
し
く
最
後
ま
で
面
倒
を
見
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
は
ぎ
こ
ち
な
か

っ
た
子
ど
も
た
ち
も
、
最
後
に
は
自
由

に
リ
ン
ク
を
滑
走
し
、
ス
ケ
ー
ト
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

◎
新
し
い
児
童
会
役
員
が

決
ま
り
ま
し
た

◎
楽
し
か
っ
た

ス
ケ
ー
ト
教
室

◎
入
学
説
明
会
を

行
い
ま
し
た

◎
２
年
生
が
郵
便
局

の
見
学
を
し
ま
し
た

11
月
26
日
に
児
童
会
選
挙
の
立
ち
会
い

演
説
会
と
投
開
票
が
行
わ
れ
、
平
成
22
年

度
の
新
し
い
児
童
会
の
役
員
が
決
ま
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
選
挙
管
理
委
員
会

を
組
織
し
、告
示
の
発
行
な
ど
運
営
に
臨
み

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
児
童
会
選
挙
を

通
し
て
、„
選
挙
の
し
く
み�
を
学
ぶ
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。
平
成
22
年
度
の
児
童
会

役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

平
成
22
年
度
　
児
童
会
役
員

会
　
長
　
杉
本
紗
来

副
会
長
　
井
上
ひ
な
の
・
佐
藤
香
奈
子

書
　
記
　
渡
辺
　
陸
・
水
越
哲
哉

議
　
長
　
渡
辺
　
海
・
佐
藤
立
弥

が
ん
ば
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



道
志
村
消
防
団
か
ら

○
火
災
警
報
器
の
早
期
設
置
の
呼
び
か
け

消
防
法
改
正
に
よ
り
、
平
成
23
年
６
月

末
ま
で
に「
火
災
警
報
器
」の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
消
防
団
で
も
、
昨
年
よ

り
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、
火
災

警
報
器
設
置
の
呼
び
か
け
を
し
た
も
の
の

村
内
25
．
１
％
の
設
置
に
止
ま
っ
て
お
り

ま
す
。

「
火
災
警
報
器
」の
設
置
の
義
務
は
、住

宅
火
災
に
よ
る
死
者
発
生
の
防
止
が
目
的

で
、自
己
責
任
分
野
の
た
め
、義
務
づ
け
レ

ベ
ル
も
必
要
最
小
限
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
普
及
啓
発
活
動
に
苦
慮
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

早
期
の
火
災
警
報
器
の
設
置
に
、
村
民

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課
　

5
☎
52−

２
１
１
１

都
留
市
消
防
署
道
志
出
張
所

5
☎
52−

１
１
１
９

道
志
村
観
光
協
会
か
ら

○
第
２
回
道
志
村
ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス
の
開
催

参
加
者
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

（９）

◆
男
の
料
理
教
室
参
加
募
集

～
お
酒
の
つ
ま
み
を
自
分
で
つ
く
ろ
う
～

男
性
の
み
な
さ
ん
！
　
お
い
し
い
お
酒

を
飲
む
の
に
、
お
い
し
い
お
つ
ま
み
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

講
師
　
池
谷
高
明（
山
荘
　
水
之
元
）

日
時
　
３
月
10
日（
水
）
午
後
６
時
～

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
　
調
理
室

参
加
料
　
５
０
０
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン

定
員
　
　
10
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

申
込
締
切
　
３
月
８
日（
月
）

申
し
込
み
・
問
合
わ
せ
先

道
志
村
教
育
委
員
会

☎
52−

１
０
２
０

◆
運
動
機
能
向
上
教
室
参
加
募
集

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
運
動
機
能

の
向
上
・
運
動
の
習
慣
づ
け
が
で
き
る
よ

う
に
月
２
回
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
三
月
か
ら
は
健
康

運
動
指
導
士
の
指
導
の
も
と
、
参
加
者
の

方
の
自
主
的
な
教
室
と
し
て
継
続
し
て
い

き
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
３
日（
水
）・
17
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

講
師
　
健
康
運
動
指
導
士
�浜
田
先
生

申
し
込
み
・
問
合
せ
先

道
志
村
役
場
住
民
健
康
課

☎
52−

２
１
１
３

◆
女
共
同
参
画
推
進
リ
ー
ダ
ー
を

募
集
し
ま
す

県
、
市
町
村
そ
し
て
各
関
係
団
体
と
協

力
し
、
男
女
共
同
参
画
の
実
現
に
向
け
活

動
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
　
　
（
任
期
平
成
22
～
23
年
度
）

募
集
要
項

１
、�山
梨
県
が
委
嘱
す
る
推
進
リ
ー
ダ

と
し
て
、
地
域
の
男
女
共
同
参
画

を
推
進
す
る
意
欲
の
あ
る
者
。

２
、
定
員
　
２
名
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

３
、
具
体
的
な
活
動
内
容

・
県
が
配
布
す
る
資
料
等
と
使
っ

て
の
啓
発
活
動

・
委
嘱
式
へ
の
出
席
（
任
期
中
１

回
、
交
通
費
支
給
）

・
全
体
研
修
会
へ
の
出
席
（
年
１

回
、
交
通
費
支
給
）

・
意
見
交
換
会
へ
の
出
席
（
年
１

回
、
交
通
費
支
給
）

・
活
動
報
告
書
の
提
出（
年
１
回
）

４
、
締
切
　
３
月
17
日（
水
）

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
次
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
わ
せ
先

道
志
村
役
場
総
務
課
総
務
行
政
担
当

☎
52−

２
１
１
１

▲
三
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

つ
ぼ
み
っ
こ
は
今
月
も
お
子
さ
ん
の
元

気
を
応
援
し
ま
す
。対
象
者
は
、保
育
所
入

所
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
で
す
。

◎
離
乳
食
・
手
作
り
お
や
つ
を
作
っ
て

試
食
し
て
み
よ
う
！

日
時
　
３
月
２
日（
火
）
午
前
10
時
～

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

講
師
　
古
谷
け
い
子
栄
養
士

内
容
　
簡
単
に
作
れ
る
離
乳
食
・
お
や

つ
作
り
を
し
た
あ
と
試
食
し
ま
す
。

簡
単
に
作
れ
て
お
い
し
い
お
や
つ

や
離
乳
食
が
好
評
で
す
。

◎
楽
し
く
３
ｂ
体
操
を
や
っ
て
み
よ
う
！

日
時
　
３
月
16
日（
火
）
午
前
10
時
～

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

講
師
　
大
森
な
な
子
（
３
ｂ
公
認
指
導
者
）

内
容
　
歌
や
音
楽
に
合
わ
せ
て
思
い
っ

き
り
体
を
動
か
せ
ま
す
。
子
供
さ

ん
だ
け
で
な
く
大
人
も
一
緒
に
楽

し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
乳

児
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
わ
せ
先

役
場
住
民
健
康
課
保
健
師

伯
耆
・
宮
下
　
☎
52−
２
１
１
３

お

知

ら

せ

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

子
育
て

募
集
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募
集
期
間
　
平
成
22
年
２
月
１
日（
月
）～

４
月
16
日（
金
）

大
会
概
要

【
開
催
日
】
　
平
成
22
年
５
月
16
日（
日
）

【
時
　
間
】

ス
タ
ー
ト
�Ａ
７
～（
ロ
ン
グ
・
ハ
ー
フ

共
に
一
斉
ス
タ
ー
ト
）
ロ
ン
グ
ゴ
ー
ル
�

Ｐ
５
（
10
時
間
制
限
）
／
ハ
ー
フ
ゴ
ー

ル
Ｐ
１
（
６
時
間
制
限
）

【
会
場
・
選
手
受
付
】

道
志
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
大
会
前
日
受
付
が
基
本

【
参
加
費
・
募
集
人
数
】

※
先
着
順（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
（
４
１
．
３
㎞
）

８
０
０
０
円
　
募
集
定
員
８
０
０
名

■
新
規
ハ
ー
フ
コ
ー
ス
（
２
０
．
２
㎞
）

６
０
０
０
円
�募
集
定
員
３
０
０
名

問
合
わ
せ
先

道
志
村
観
光
協
会
　

☎
52−

１
４
１
４

山
梨
県
立
盲
学
校
か
ら

○
春
のE

y
e
 

愛
ひ
と
み
相
談
会

お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感

じ
て
い
る
方
、
成
人
さ
れ
て
か
ら
目
に
障

害
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、
視
覚
に
課
題

が
あ
る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る

先
生
な
ど
、目
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
及
び
会
場

３
月
13
日（
土
）、
14
日（
日
）

山
梨
県
立
盲
学
校

甲
府
市
下
飯
田
二
―
一
〇
―
二

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
。

※
こ
れ
は
、
本
校
へ
の
入
学
相
談
会
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

相
談
費
用
　
無
料

申
し
込
み
方
法
　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。受
付
時
間
は
、平
日
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

問
合
わ
せ
先

山
梨
県
立
盲
学
校
視
覚
障
害
教
育

相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当
（
佐
田
）

☎
�０
５
５−

２
２
６−

３
３
６
１

Fax

０
５
５−

２
２
６−

３
３
６
２

山
梨
県
立
ろ
う
学
校
か
ら

○
春
休
み
子
ど
も
の
「
き
こ
え
」
と

「
こ
と
ば
」
の
相
談
会
の
お
知
ら
せ

―
ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
―

お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」
の

こ
と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
専
門
の
教
員
が

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。
来
校
さ
れ
る
の
が

難
し
い
方
は
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談

も
受
け
て
お
り
ま
す
。

日
時
　
３
月
19
日（
金
）～
３
月
20
日（
土
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

場
所
　
県
立
ろ
う
学
校

（
山
梨
市
大
野
一
〇
〇
九
）

乳
幼
児
指
導
室

対
象
児
　
〇
歳
児
よ
り

相
談
内
容

・
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

に
関
す
る
悩
み
の
相
談

・「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」に
不
安
の
あ
る
お

子
さ
ま
へ
の
か
か
わ
り
方
の
ア
ド
バ
イ

ス
（
育
児
相
談
）

・
聴
力
測
定

・
補
聴
器
相
談

申
し
込
み
方
法

事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
日
時
を
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

（
締
め
切
り
は
３
月
15
日（
月
）

午
後
５
時
ま
で
）

問
合
わ
せ
先

☎
�０
５
５
３−

２
２−

１
３
７
８

Fax

０
５
５
３−

２
２−

６
４
１
９

✉so
d
a
n
@

ro
g
a
k
o
.k

a
i.e

d
.jp

ろ
う
学
校
「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
」
手
塚

＊
費
用
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

＊
完
全
個
別
予
約
制
で
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

＊
電
話
や
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
常
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。た
だ
し
、相
談
期
間

中
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

＊
こ
の
相
談
会
は
ろ
う
学
校
入
学
と
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。

山
梨
県
体
育
協
会
 富
士
北
麓
公
園
管
理
  

事
務
所
か
ら

○
平
成
22
年
度

春
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

参
加
者
の
募
集
に
つ
い
て

協
会
で
は
、
県
民
の
健
康
で
明
る
い
生

活
づ
く
り
を
目
指
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

事
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
本
年
度
も
春
期
ス
ポ
ー

ツ
教
室
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

・
10
回
１
期
の
開
催
教
室

ピ
ラ
テ
ィ
ス
、
初
心
者
テ
ニ
ス

ダ
ン
ス
エ
ア
ロ
、ベ
ー
シ
ッ
ク
ヨ
ガ

（
昼
コ
ー
ス
・
夜
コ
ー
ス
）

・
４
回
１
期
の
開
催
教
室

健
康
安
全
リ
ズ
ム
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

・
１
日
単
位
で
開
催
さ
れ
る
教
室

エ
ン
ジ
ョ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

受
付
期
間
　
３
月
15
日（
月
）

～
22
日（
月
）

＊
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切

受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

受
付
方
法
　
電
話
ま
た
は
窓
口

＊
一
人
で
複
数
人
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん

対
象
　
一
般
男
女（
18
歳
以
上
、た
だ
し

高
校
生
は
不
可
）

必
要
事
項
　
氏
名
、
年
齢
、
性
別
ほ
か

申
し
込
み
・
問
合
わ
せ
先

（
財
）山
梨
県
体
育
協
会
　
富
士
北
麓
公

園
管
理
事
務
所

☎
０
５
５
５−

２
４−

３
６
５
１
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向
上
を
図
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
国
家
公

務
員（
厚
生
労
働
省
の
専
門
職
員
）で
す
。

労
働
基
準
監
督
官
は
、毎
年
、人
事
院
・

厚
生
労
働
省
が
実
施
す
る
採
用
試
験
の
合

格
者
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年（
平
成
22
年
）は
、４
月
１
日（
木
）

か
ら
４
月
14
日
（
水
）
ま
で
受
験
申
込
を

受
付
ま
す
。
詳
し
く
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
山
梨
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督

課（
０
５
５
-２
２
５
-２
８
５
３
）へ
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
梨
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
か
ら

○
交
通
災
害
共
済
制
度
の
ご
案
内

掛
金
わ
ず
か
５
０
０
円
。
家
族
揃
っ
て

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
交
通
災
害
制

度
が
変
わ
り
ま
す
！
（
平
成
22
年
４
月
１

日
以
降
の
事
故
に
適
用
）

１
、�入
院
・
通
院
１
日
目
か
ら
共
済
見

舞
金
の
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

２
、
�共
済
見
舞
金
等
級
表
が
変
わ
り
、

実
際
に
入
院
・
通
院
し
た
日
数
に

よ
り
区
分
し
、
算
定
さ
れ
ま
す
。

３
、�公
的
機
関
の
証
明
書
が
提
出
さ
れ

な
い
場
合
の
共
済
見
舞
金
の
限
度

額
が
２
万
円
か
ら
３
万
円
に
引
き

上
げ
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、「
３
月
10
日
よ
り
配
布
す

る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課
　

☎
52−

２
１
１
１

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
か
ら

○
２
級
土
木
施
工
管
理
技
士

受
検
準
備
講
座

講
習
日
　
７
月
上
旬
か
ら
18
日
間

時
間
　
午
後
６
時
か
ら
９
時

対
象
者
　
２
級
土
木
受
検
資
格
該
当
者

受
講
料
　
訓
練
校
会
員
３
０
０
０
０
円

会
員
外
３
２
０
０
０
円

＊
テ
キ
ス
ト
代
・
願
書
代
別
途

締
切
　
３
月
15
日（
月
）

申
込
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

問
合
わ
せ
先

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

☎
０
５
５
５−

２
２−

５
２
１
４

○
普
通
課
程
訓
練
生
募
集

職
種
　
木
造
建
築
科
・
配
管
科
・
左
官

科
・
建
築
塗
装
科

期
間
　
各
科
と
も
２
年
間
（
夜
間
訓
練

と
土
曜
・
日
曜
の
訓
練
校
の
指

定
す
る
日
）

対
象
　
各
事
業
所
に
勤
め
な
が
ら
学
ぶ

こ
と
の
で
き
る
方

月
謝
　
会
　
員
３
０
０
０
円

会
員
外
５
０
０
０
円

締
切
　
３
月
31
日（
水
）

問
合
わ
せ
先

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

☎
０
５
５
５−

２
２−
５
２
１
４

関
東
運
輸
局
山
梨
運
輸
支
局
か
ら

○
引
越
し
を
ご
検
討
の
皆
様
へ

近
年
の
引
越
し
運
送
は
利
用
者
ニ
ー
ズ
　
　

が
多
様
化
し
、
利
用
者
と
運
送
事
業
者
等

と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
り
、
利
用
者
か
ら
相

談
・
苦
情
等
が
山
梨
県
消
費
生
活
相
談
セ

ン
タ
ー
、
社
団
法
人
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
協

会
、
関
東
運
輸
局
山
梨
運
輸
支
局
等
に
寄

せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

利
用
者
に
安
心
し
て
引
越
し
を
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま

し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
わ
せ
先

社
団
法
人
　
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

輸
送
相
談
本
部

☎
０
５
５−

２
６
２−

５
５
６
１

山
梨
県
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５−

２
３
５−

８
４
５
５

関
東
運
輸
局
山
梨
運
輸
支
局

☎
０
５
５−

２
６
１−

０
８
８
０

山
梨
労
働
局
か
ら

○
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
労
働
基
準
法
な

ど
で
定
め
ら
れ
た
労
働
条
件
が
確
保
さ
れ
、

そ
の
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

労
働
基
準
監
督
官
は
、
労
働
基
準
関
係

法
令
に
基
づ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
場
に

立
ち
入
り
、
事
業
主
に
法
に
定
め
る
基
準

を
遵
守
さ
せ
る
と
と
も
に
、
労
働
条
件
の

救
急
車
の
適
切
な
利
用
を
！

「
助
か
る
命
を
救
い
た
い
！
」

救
急
車
は
緊
急
性
の
あ
る
方
の
た
め
に

使
い
ま
す
。

平
日
夜
間
・
休
日
の
医
療
機
関
の

確
認
は

主
催

都
留
市
消
防
署
道
志
出
張
所

道
志
村
消
防
団

消
防
団
員
募
集
中
！

ま
だ
ま
だ
多
く
の
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
を
必
要

と
し
て
お
り
ま
す
。
役
場
、
消
防
署
に

問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

春
の
火
災
予
防
運
動

三
月
一
日
〜
七
日
ま
で

全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

消
え
る
ま
で

ゆ
っ
く
り
火
の
元

に
ら
め
っ
子

都
留
市
消
防
署
道
志
出
張
所

Ｔ
Ｅ
Ｌ

５
２
‐
１
１
１
９



す
。本

診
療
所
は
、
村
の
第
一
次
的
な
医

療
施
設
で
あ
り
、
村
民
の
健
康
を
守
る

重
要
な
拠
点
で
あ
り
ま
す
。

立
派
な
環
境
と
整
っ
た
医
療
機
器
に

よ
る
診
療
は
、
村
民
の
負
託
に
こ
た
え

る
こ
と
が
出
来
る
と
と
も
に
、
診
療
の

拠
点
と
し
て
村
民
皆
様
に
ご
利
用
い
た

だ
き
、
健
康
向
上
に
役
立
つ
施
設
と
な

る
よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
運
動
機

能
の
向
上
・
運
動
の
習
慣
づ
け
が
で
き

る
よ
う
に
月
２
回
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

２
月
17
日（
水
）
、
音
楽
に
の
っ
た
有
酸

素
運
動
・
ボ
ー
ル
を
使
用
し
た
筋
肉
向

上
運
動
・
ポ
ー
ル
を
使
用
し
て
の
筋
肉

伸
展
運
動
な
ど
を
健
康
運
動
指
導
士
の

指
導
の
も
と
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
体
を
動
か
す
こ
と

が
楽
し
く
な
っ
た
」「
教
室
に
来
る
こ
と

自
体
が
楽
し
い
」「
み
ん
な
と
会
話
出
来

て
楽
し
い
」「
体
の
動
き
も
だ
が
心
も
良

く
な
っ
た
」「
手
足
の
運
動
を
し
て
よ
く

眠
れ
る
」
と
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。そ

の
作
品
は
、
昨
年
11
月
に
行
わ
れ

ま
し
た
県
民
の
日
記
念
事
業
「
と
き
め

き
広
場
」を
は
じ
め
、様
々
な
道
志
村
特

産
品
の
出
展
ブ
ー
ス
で
花
を
添
え
て
く

れ
ま
し
た
。
１
個
１
０
０
円
程
の
商
品

の
総
売
上
げ
は
９
０
０
０
円
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
売
上
げ
は
、
ク
ラ
フ
ト
の
会
の

ご
希
望
で
道
志
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

寄
付
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
心
の
こ

も
っ
た
作
品
が
、
今
度
は
心
温
ま
る
福

祉
活
動
を
作
り
出
し
ま
す
。

平成22年３月１日（12）

道志村トピックス

平
成
20
年
度
、
役
場
に
団
本
部
指
令

局
無
線
装
置
の
増
設
。平
成
21
年
度
、消

防
団
用
携
帯
型
無
線
機
を
配
備
。
平
成

９
年
３
月
に
消
防
団
に
配
備
し
て
消
防

業
務
遂
行
事
務
に
有
効
に
活
用
し
て
お

り
ま
す
が
、
老
朽
に
伴
い
不
具
合
を
生

じ
て
い
る
と
と
も
に
、
大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
た
場
合
の
通
信
手
段
と
な
る

携
帯
電
話
・
固
定
電
話
も
、
混
み
合
っ

て
つ
な
が
ら
ず
、
情
報
の
交
換
と
収
集

も
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、更

に
設
備
を
充
実
し
、
消
防
活
動
の
向
上

を
図
る
た
め
配
備
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

消
防
団
用
携
帯
型
無
線
機

ア
イ
コ
ム
社
製
　
15
台

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
に
よ
り
、

医
科
・
歯
科
統
合
し
た
診
療
所
の
新
築

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、感
染
症（
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
）の
流
行
に
も
対
応
で
き
、

救
急
患
者
も
一
般
の
患
者
と
は
区
別
で

き
る
よ
う
、
診
療
所
入
口
を
３
箇
所
設

置
し
て
あ
り
ま
す
。

診
療
施
設
内
に
つ
き
ま
し
て
は
、
待

ち
時
間
短
縮
に
対
応
す
る
た
め
診
察
室

と
検
査
室
を
個
々
に
設
置
し
、
患
者
様

の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

又
、こ
の
場
所
は
、福
祉
セ
ン
タ
ー
に

併
設
し
て
お
り
、
医
療
と
福
祉
の
連
携

が
取
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま

消
防
団
用
携
帯
型
無
線
機
を

配
備
し
ま
し
た

道
志
村
国
民
健
康
保
険
診
療
所

竣
工
し
ま
し
た

運
動
機
能
向
上
教
室
の
開
催

道
志
村
ク
ラ
フ
ト
の
会
の
皆
さ
ん
が
、

作
品
を
提
供
し
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
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お
誕
生
お
め
で
と
う
（
出
生
）

板
　
橋
　
　
加
  藤
　
  輝�

�
く
ん

（
届
出
人
）加
藤
修
央

末
永
く
、
お
幸
せ
に
（
結
婚
）

下
白
井
平
　
　
　
　
水
越
　
康
貴

山
中
湖
村
　
　
　
　
坂
本
　
朋
美

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
死
亡
）

下
善
之
木
　
池
谷
　
イ
ク

八
六
歳

上
善
之
木
　
杉
本
　
悦
子
　
八
六
歳

馬
　
　
場
　
佐
藤
　
英
夫
　
九
二
歳

（
一
月
届
出
）

慶

弔

月
１
回
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
に
集
い
会
員
15
名
で
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
素
材
（
古
布
）
に
拘
り
つ
る
し
雛
を
作
っ
て
お

り
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
縫
わ
れ
た
飾
り
に
は
、
市
販
品
に
は

な
い
温
か
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
い
つ
の
日
か
「
村
中
を
つ
る

し
雛
で
い
っ
ぱ
い
に
し
た
い
」
と
が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
お
り
ま
す

の
で
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

山
やま

口
ぐち

紗
さ

輝
き

ちゃん（東神地）

平成19年８月３日生
父  正幸さん　母  千晃さん

つ
る
し
雛

ひ
な
の
会

山下さんで48人目となります。

椿　　 山下祐二さん
孝子さん

自分達が年を重ねて、海も山も近い場所

での暮らしを夢見て北海道釧路市での日々

の生活を過ごしていた時、長期休みで知人

の住む道志村に一人で遊びに来て一週間、

二週間、一ヶ月と居る間に村に暮らしても

いいかな？？などと当初は軽い気持ちで一

度、地元に帰り相談して、まもなく夫婦二

人と犬一匹と道志村に越して来ました。

始めは現実とのギャップにも戸惑いなが

らも多くの人にお世話になり椿での生活が

始まり、８年の月日が過ぎようとしていま

す。（今は犬も二匹になりました。）

畑での野菜作りも初体験でしたが、近所

の方々からご指導をいただきなんとか収穫

できるようにもなりました。また、数年前

からお互いに山女・鮎釣りの共通の趣味が

でき日々楽しく過ごしております。

この場をかりてお世話になった方々に感

謝の思いをこめてありがとうございます。

又、これからもいろいろな出会いを大事に

していきたいと思っています。これからも

宜しくお願いします。

北から道志村へ

３月６日いよいよ今シーズンの
J リーグが開幕します。道志村
の皆様を小瀬で待ってます！！
今月号からカレンダーに試合日
程も載っているのでみんな応援
してね！

道志村は、ヴァンフォーレ甲府を応援しています！！
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H21
5／15 歴史資料提供公募開始

17 道志村トレイルレース
31 横浜開講バザー

（子ども太鼓クラブ参加）
6／1 未来への手紙作成開始

16 歴史資料提供公募締切
7／1 光ケーブル開始

5 村制施行120周年
オープニング記念式典

水源の里子ども環境サミット、
郷土芸能の集い

19 横浜探検ツアー
21 戸別端末で「みんなの体操」PR

8／14 盆踊り大会、郷土芸能自慢大会
9／10 横浜探検ツアー
10／4 第48回村民体育祭

（みんなの体操披露）
31 NHK第一「文芸選評」

11／3 人権啓発週間
7 水源の郷講演会

H22
3／15 村制施行120周年事業報告会

歳 時
記

３月７日は消防記念日です。日本の消防は、昭和23年３月７日の消防組織法の施行により、市
町村がその責任において消防を運営、管理する「自治体消防」として新たに出発しましたが、
消防記念日は、同法施行２周年を迎えた昭和25年に設定されました。その趣旨は広く消防関係

職員及び住民の方々に「自らの地域を自らの手で火災その他の災害から守る」ということへの理解と認識
を深めていただこうというものです。

村制施行 120 周年記念事業にちなみ、一年間
進めておりました企画も今月で終了となりま
す。ご協力をいただいた方々にはたいへんあり
がとうございました。

平成21年度村制施行120周年記念事業を次のとおり実施いたしました。

5/31  子ども太鼓

  

 

 

5/31  子ども太鼓

  

 

   

7/5  水源の里子どもサミット

 

 

  

7/5  水源の里子どもサミット

 

   

  

10/31 文芸選評

 

  

  

10/31 文芸選評

   

  

 

11/3 人権啓発週間

  

  

 

11/3 人権啓発週間


